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(57)【要約】
【課題】簡単な構成で折れ止め部とリング部材との隙間
を無くして、良好な外観を得ることができる操作部を備
えた内視鏡を提供すること。
【解決手段】本実施形態の内視鏡２は、操作部外装３２
と、操作部外装３２から延出されるユニバーサルコード
１７の外周に、端部が操作部外装３２に接するように取
り付けられる折れ止め部３６と、ユニバーサルコード１
７の外周部にて環状に形成され、操作部外装３２と折れ
止め部３６の端部３６ａとの間に配置されるとともに、
折れ止め部３６の端部３６ａとの接触面３５ｘに、折れ
止め部３６に向かう方向に突出するように設けられた凸
部３５ａを備えたリング部材３５と、を有している。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部外装と、
　前記操作部外装から延出されるコードの外周に、端部が前記操作部外装に接するように
取り付けられる折れ止め部と、
　前記コードの外周部にて環状に形成され、前記操作部外装と前記折れ止め部の端部との
間に配置されるとともに、前記折れ止め部の端部との接触面に、前記折れ止め部に向かう
方向に突出するように設けられた凸部を備えたリング部材と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記リング部材の凸部は、前記折れ止め部の中心軸に対して前記リング部材がずれる方
向に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作部から延出されるコードの外周に、折れ止め部を有する内視鏡に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡は、医療分野及び工業分野において広く用いられている。
【０００３】
　内視鏡は、挿入部と、操作部と、ユニバーサルコードと、を有している。ユニバーサル
コードは、操作部の外装を構成する操作部外装から延出されている。また、操作部外装か
ら延出されるユニバーサルコードの外周には、折れ止め部が設けられている。折れ止め部
の端部は、操作部外装に接するように取り付けられている。
【０００４】
　また、内視鏡には、操作部外装と折れ止め部の端部との間に配置されるリング部材を設
けた内視鏡がある。　
　リング部材を設けた内視鏡の操作部における構成について、図１および図２を用いて説
明する。なお、図１および図２は従来の内視鏡の操作部における構成を説明するための説
明図である。
【０００５】
　図１および図２に示すように、内視鏡５０の操作部５１は、ユニバーサルコード５２Ａ
と、リング部材５５と、折れ止め部５６と、を有する。操作部５１は、操作部本体５１Ａ
と、操作部外装５１Ｂと、を有する。操作部外装５１Ｂは、操作部本体５１Ａに取り付け
られる外装部材である。
【０００６】
　操作部外装５１Ｂは、開口部５１Ｃを有し、この開口部５１Ｃから外側にユニバーサル
コード５２Ａが延出される。このユニバーサルコード５２Ａは、基端部が口金５２に固定
されている。口金５２は、操作部５１内に配設された金属製の板部材である地板５３に固
定されている。
【０００７】
　口金５２には、Ｏリング受け口金５４がネジ部５２ａ、５４ｂの螺合により固定されて
いる。このＯリング受け口金５４は、Ｏリング５７の装着用の口金であるとともに、ネジ
部５４ｂを口金５２のネジ部５２ａに螺合することで、操作部外装５１Ｂを、操作部本体
５１Ａに一体固定する役割がある。なお、このＯリング受け口金５４は、基端側に設けら
れた当接部５４ｘが操作部外装５１Ｂの内周側に設けられた受け部５１ｘに当接すること
により、操作部外装５１Ｂを操作部本体５１Ａに固定すると同時に口金５２に対する位置
決めを行う。
【０００８】
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　そして、図２に示すように、操作部外装５１Ｂの開口部５１Ｃの先端面にリング部材５
５を配置した状態で、折れ止め部５６の固定用口金５６ＡをＯリング受け口金５４に螺合
する。
【０００９】
　つまり、固定用口金５６Ａの基端側の嵌合部５６Ｂの内周側に設けられたネジ部５６ｘ
を、Ｏリング受け口金５４の外周側に設けられたネジ部５４ａに螺合する。これにより、
固定用口金５６Ａの接触面である端部５６ａがリング部材５５の端部５５ａに当接して、
リング部材５５を、折れ止め部５６と操作部外装５１Ｂとの間に固定することができるよ
うになっている。
【００１０】
　なお、折れ止め部５６は、ユニバーサルコード５２Ａの端部を被覆して、座屈等を防止
する。ユニバーサルコード５２Ａは、折れ止め部５６の図示しない先端部から外側に延出
されて図示しないビデオプロセッサに接続される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　リング部材５５を有する構成の内視鏡５０は、操作部５１において、操作部外装５１Ｂ
がＯリング受け口金５４の螺合により操作部本体５１Ａに固定される構成である。
【００１２】
　ところが、操作部５１の操作部外装５１Ｂが樹脂部材を用いて構成されたものであると
、Ｏリング受け口金５４は、当接部５４ｘが操作部外装５１Ｂの受け部５１ｘに当接した
後、さらに螺合による締め付けが続けられてしまう虞がある。
【００１３】
　螺合が継続されると、リング受け口金５４に固定された口金５２もＯリング受け口金５
４の締め付け方向に移動することになる。このため、口金５２の基端部が固定される地板
５３が、操作部５１の内部において強固に固定されてない構造である場合、口金５２およ
びＯリング受け口金５４の移動に伴って、この操作部外装５１Ｂの受け部５１ｘと、口金
５２の基端部と地板５３との固定部分が変形する。また、同時に、当接部５４ｘが当接さ
れた受け部５１ｘを支点にして口金５２自体が半時計回り方向、すなわち、図２中に示す
Ｂ方向に位置ずれてしまうことになる。
【００１４】
　この結果、口金５２およびＯリング受け口金５４の中心軸Ｏ（折れ止め部５６の中心軸
でもある）は、図２に示すように、リング部材５５の中心軸Ｏ１よりも先端側が下方に傾
いてしまう。
【００１５】
　そして、傾いた状態のままＯリング受け口金５４に折れ止め部５６を螺合して取り付け
ていくと、前記受け部５１ｘとは逆側に配置される折れ止め部５６の端部５６ａが先にリ
ング部材５５の端部５５ａに当接する。その後、さらに、折れ止め部５６を締め込んでい
くと、折れ止め部５６の端部５６ａがリング部材５５の端部５５ａに強固に当接すること
になる。そして、折れ止め５６のＯリング受け口金５４への螺合を完了したときには、図
２に示すように、受け部５１ｘ側の折れ止め部５６の端部５６ａとリング部材５５の端部
５５ａとの間に隙間６０が生じてしまう虞がある。
【００１６】
　このため、従来の内視鏡は、操作部５１において、折れ止め部５６と操作部外装５１Ｂ
に取り付けられたリング部材５５との間に隙間が生じて、操作部５１の外観を損なうとい
った問題や、洗浄時に汚れや水分が隙間に入るという問題がある。
【００１７】
　本発明は前記問題点に鑑みなされたものであり、簡単な構成で折れ止め部とリング部材
との隙間を無くして、良好な外観を得ることができる操作部を備えた内視鏡を提供するこ
とを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記目的を達成するため本発明の一態様による内視鏡は、操作部外装と、前記操作部外
装から延出されるコードの外周に、端部が前記操作部外装に接するように取り付けられる
折れ止め部と、前記コードの外周部にて環状に形成され、前記操作部外装と前記折れ止め
部の端部との間に配置されるとともに、前記折れ止め部の端部との接触面に、前記折れ止
め部に向かう方向に突出するように設けられた凸部を備えたリング部材と、を具備したこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の内視鏡によれば、簡単な構成で折れ止め部とリング部材との隙間を無くして、
良好な外観を得ることができる操作部を備えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】従来の内視鏡の操作部における構成を説明するための説明図
【図２】従来の内視鏡の操作部における構成を説明するための説明図
【図３】本発明に係る一実施形態を示し、内視鏡を含む内視鏡システムの構成を示す図
【図４】図３の内視鏡の操作部の外観構成を示す図
【図５】操作部の基本構成を説明するための図４のＶ－Ｖ線断面図
【図６】図５の操作部外装の外観構成を示す斜視図
【図７】図６の操作部外装の正面図
【図８】図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図
【図９】図５のリング部材の外観構成を示す斜視図
【図１０】図９のリング部材の正面図
【図１１】図９のＸＩ－ＸＩ線断面図
【図１２】図４の折れ止め部の外観構成を示す斜視図
【図１３】図１２の中心軸Ｏに直交方向から切った場合の折れ止め部の断面図
【図１４】図５のＸＩＶ矢印方向から見た場合の平面図
【図１５】図１４のＸＶ－ＸＶ線断面図
【図１６】図１５の操作部外装に折れ止め部を装着してリング部材を固定した状態の断面
図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２２】
　図３～図１５は、本発明に係る一実施形態を示し、図３は、一実施形態に係る内視鏡を
含む内視鏡システムの構成を示す図である。
【００２３】
　図３に示す内視鏡システム１は、本発明の電子内視鏡（以下、内視鏡と略記する）２と
、光源装置３と、ビデオプロセッサ４と、表示装置であるモニタ５と、を備えて構成され
ている。内視鏡２は、長尺で細長な挿入部９と、操作部１０と、ユニバーサルコード１７
と、を備えて構成されている。
【００２４】
　内視鏡２の挿入部９は、先端から順に、先端部６、湾曲部７、可撓管部８を連設して構
成されている。操作部１０は、挿入部９を構成する可撓管部８の基端側に連設されている
。
【００２５】
　操作部１０には、挿入部９の湾曲部７を湾曲操作するための湾曲操作ノブ１１、送気送
水ボタン１４ａ、吸引ボタン１４ｂ、各種内視鏡機能のスイッチ１５等が設けられている
。湾曲操作ノブ１１は、湾曲部７を上下方向に湾曲操作するための上下湾曲操作ノブ１２
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と、湾曲部７を左右方向に湾曲操作するための左右湾曲操作ノブ１３とを備えている。
【００２６】
　操作部１０の挿入部側には、処置具チャンネル挿通口１６が設けられており、この処置
具チャンネル挿通口１６は、処置具チャンネルに連通する開口である。各種処置具は、処
置具チャンネル挿通口１６を介して処置具チャンネルに挿通される。
【００２７】
　操作部１０から延出されるユニバーサルコード１７には、リング部材３５と、折れ止め
部３６と、が設けられている。ユニバーサルコード１７の先端部には光源装置３に着脱自
在な内視鏡コネクタ１８が設けられている。内視鏡コネクタ１８には映像用ケーブル１９
の映像用コネクタ１９Ｂが着脱自在に接続される。映像用ケーブル１９の他端部にはプロ
セッサ用コネクタ１９Ａが備えられており、ビデオプロセッサ４に着脱自在である。
【００２８】
　ビデオプロセッサ４は、内視鏡画像を表示するモニタ５と電気的に接続される。ビデオ
プロセッサ４は、内視鏡２の撮像装置によって光電変換されて伝送された撮像信号を最適
な映像信号に処理してモニタ５に出力する。　
　なお、本実施形態の内視鏡２は、ライトガイドバンドルによって、光源装置３から先端
部６まで照明光を伝送するタイプである。
【００２９】
　次に、本実施形態の内視鏡２における主要部である操作部１０の構成について図４から
図１５を用いて説明する。　
　なお、図４は、図３の内視鏡の操作部の外観構成を示す図、図５は、操作部の基本構成
を説明するための図４のＶ－Ｖ線断面図、図６は、図５の操作部外装の外観構成を示す斜
視図、図７は、図６の操作部外装の正面図、図８は、図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図
である。
【００３０】
　図４および図５に示すように、内視鏡２の操作部１０は、操作部本体３１と、操作部外
装３２と、を有する。操作部外装３２は、操作部本体３１に取り付けられる外装部材であ
る。
【００３１】
　操作部外装３２は、図６～図８に示すように、開口部３２Ａと、この開口部３２Ａの回
りに形成された先端面３２ａと、開口部３２Ａの内周側に設けられた受け部３２ｘと、該
操作部外装３２を操作部本体３１に係合して固定するための固定部３２Ｂと、を有して構
成される。なお、操作部外装３２および操作部本体３１は、例えば成形し易い樹脂部材を
用いて形成される。
【００３２】
　図５に示すように、操作部外装３２の開口部３２Ａからは外側にユニバーサルコード１
７が延出される。このユニバーサルコード１７は、その基端部が口金３３に固定されてお
り、この口金３３は、操作部１０内に配設された金属製の板部材である地板３７に固定さ
れている。なお、図示はしないが、ユニバーサルコード１７の基端部は地板３７に取り付
けられる基板等に電気的に接続されている。
【００３３】
　この口金３３には、Ｏリング受け口金３４がネジ部３３ａ、３４ｂの螺合により固定さ
れている。このＯリング受け口金３４は、Ｏリング３８の装着用の口金であるとともに、
ネジ部３４ｂを口金３３のネジ部３３ａに螺合することで、操作部外装３２を、操作部本
体３１に固定する役割がある。
【００３４】
　なお、このＯリング受け口金３４は、基端側に設けられた当接部３４ｘが操作部外装３
２の内周側に設けられた受け部３２ｘに当接することにより、操作部外装３２を操作部本
体３１に固定すると同時に口金３３に対する位置決めを行う。
【００３５】
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　図４および図５に示すように、リング部材３５は、操作部外装３２の開口部３２Ａの先
端面３２ａと折れ止め部３６との間に設けられている。このリング部材３５は、ユニバー
サルコード１７の外周部を覆うように環状に形成された環状部材である。
【００３６】
　そして、このリング部材３５は、操作部外装３２の開口部３２Ａの先端面３２ａに配置
した状態で、折れ止め部３６の固定用口金３６ＡをＯリング受け口金３４に螺合して取り
付けられるようになっている。
【００３７】
　具体的には、リング部材３５は、固定用口金３６Ａの基端側の嵌合部３６Ｂの内周側に
設けられたネジ部３６ｘ（図１２参照）と、Ｏリング受け口金３４の外周側に設けられた
ネジ部３４ａとの螺合により、固定用口金３６Ａの端部３６ａをリング部材３５の接触面
３５ｘに当接させて、折れ止め部３６と操作部外装３２との間に固定される。
【００３８】
　図４および図５に示すように、折れ止め部３６は、操作部外装３２の開口部３２Ａから
延出されるユニバーサルコード１７の外周に配置され、端部３６ａがリング部材３５に当
接した状態で操作部外装３２に取り付けられている。
【００３９】
　具体的には、この折れ止め部３６は、図１２および図１３に示すように、例えば樹脂部
材を用いて外周面及び内周面がテーパー状で、かつパイプ状に構成されたものである。折
れ止め部３６は、操作部１０側に設けられた嵌合部３６Ｂと、この嵌合部３６Ｂの内側に
設けられた固定用口金３６Ａと、この固定用口金３６Ａの内周面に設けられたネジ部３６
ｘと、ユニバーサルコード１７を挿通する連通孔３６Ｃと、後述するリング部材３５の凸
部３５ａが当接する当接面を有する端部３６ａと、を有する。　
　なお、図１２は、図４の折れ止め部の外観構成を示す斜視図、図１３は、図１２の中心
軸Ｏに直交方向から切った場合の折れ止め部の断面図を示している。
【００４０】
　次に、リング部材３５の具体的な構成について図９～図１１を用いて説明する。なお、
図９は、図５のリング部材の外観構成を示す斜視図、図１０は、図９のリング部材の正面
図、図１１は、図９のＸＩ－ＸＩ線断面図である。
【００４１】
　リング部材３５は、ユニバーサルコード１７の外周部であって、操作部外装３２と折れ
止め部３６の端部３６ａとの間に配置される。　
　リング部材３５は、図９～図１１に示すように、折れ止め部３６の嵌合部３６Ｂを嵌合
する開口３５Ａと、折れ止め部３６の嵌合部３６Ｂの端部３６ａが当接する接触面３５ｘ
と、操作部外装３２の先端面３２ａと接合する接触面３５ｂと、を有して構成されている
。
【００４２】
　リング部材３５は、折れ止め部３６の端部３６ａとの接触面３５ｘに、折れ止め部３６
に向かう方向に突出するように設けられた凸部３５ａを備えて構成されている。　
　このリング部材３５の凸部３５ａは、受け部３２ｘ側の折れ止め部３６の端部３６ａと
リング部材３５の接触面３５ｘとの間に生じる隙間をなくすために作用するものである。
【００４３】
　リング部材３５の凸部３５ａは、折れ止め部３６の中心軸Ｏに対してリング部材３５が
ずれる方向、すなわち、隙間６０（図２参照）が形成される方向に配置されている。この
隙間６０（図２参照）が形成される方向とは、折れ止め部３６をＯリング受け口金５４に
螺合して固定した際に、リング部材５５の中心軸Ｏ１に対して折れ止め部３５の中心軸Ｏ
が傾く方向を意味する。
【００４４】
　なお、この凸部３５ａは、図１０に示すように、リング部材３５の中心軸Ｏ１と直交す
る平面において、例えば、凸部３５ａの一端３５ａ１と中心軸Ｏ１を結ぶ仮想線と水平線
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Ｈ１との角度θ３が８０度、凸部３５ａの他端３５ａ２と中心軸Ｏ１を結ぶ仮想線と水平
線Ｈ１との角度θ１が３５度となり、凸部３５ａの中心３５ａ３と中心軸Ｏ１を結ぶ仮想
線と水平線Ｈ１との角度θ２が約５５度となるような位置に設けることが望ましい。　
　すなわち、このような配置条件とすることにより、凸部３５ａを折れ止め部３６の中心
軸Ｏ１に対してリング部材３５がずれる方向に精度よく配置することができる。勿論、凸
部３５ａは、図１０に示すような配置条件に限定されるものではなく、適宜配置条件を変
更して設定してもよい。
【００４５】
　ここで、リング部材３５を用いた操作部１０の組立手順および作用について図５、図１
４～図１６を参照して説明する。なお、予め操作部本体３１に操作部外装３２を取り付け
たものとして説明する。
【００４６】
　図１４は、図５のＸＩＶ矢印方向から見た場合の平面図、図１５は、図１４のＸＶ－Ｘ
Ｖ線断面図、図１６は、図１５の操作部外装に折れ止め部を装着してリング部材を固定し
た状態の断面図である。
【００４７】
　作業者は、上述した構成のリング部材３５を、操作部外装３２の開口部３２Ａの外形形
状および開口部３２Ａ内の嵌合形状（図示せず）に合わせて、該操作部外装３２の先端面
３２ａに配置する（図５、図１４参照）。
【００４８】
　この場合、リング部材３５を、操作部外装３２の開口部３２Ａの外形形状および開口部
３２Ａ内の嵌合形状（図示せず）に合わせて配置することにより、該リング部材３５は、
図１０に示す水平線Ｈ１と、図１４に示す操作部外装３２の水平線Ｈ２とが一致するよう
に操作部外装３２に対して位置決めされる。
【００４９】
　すなわち、リング部材３５の凸部３５ａを、操作部外装３２に対して、折れ止め部３６
の中心軸Ｏ１に対してリング部材３５がずれる方向に配置することができる（図１４参照
）。
【００５０】
　そして、作業者は、操作部外装３２の開口部３２Ａの先端面３２ａにリング部材３５を
配置させた状態のまま、折れ止め部３６の嵌合部３６Ｂを、操作部外装３２の開口部３２
Ａ内に嵌合し、折れ止め部３５の固定用口金３６ＡをＯリング受け口金３４に固定する。
【００５１】
　つまり、固定用口金３６Ａの嵌合部３６Ｂの内周側に設けられたネジ部３６ｘ（図１２
参照）を、Ｏリング受け口金３４の外周側に設けられたネジ部３４ａに螺合していく。 
　この螺合を進めると、固定用口金３６Ａの端部３６ａがリング部材３５の接触面３５ｘ
および凸部３５ａに当接する。これにより、リング部材３５を、折れ止め部３６と操作部
外装３２との間に固定することができる。
【００５２】
　本実施形態の内視鏡２においては、リング部材３５は、折れ止め部３６の端部３６ａと
の接触面３５ｘに、折れ止め部３６に向かう方向に突出するように設けられた凸部３５ａ
を備えて構成されている。また、このリング部材３５の凸部３５ａは、折れ止め部３６の
中心軸Ｏに対してリング部材３５がずれる方向、すなわち、隙間６０（図２参照）が形成
される方向に配置されている。
【００５３】
　このため、本実施形態では、傾いたままの状態のＯリング受け口金３４に折れ止め部３
６を螺合して取り付けていくと、受け部３２ｘ側に配置される折れ止め部３６の端部３６
ａは、リング部材３５の接触面３５ｘに設けられた凸部３５ａに当接することになる。
【００５４】
　したがって、受け部３２ｘとは逆側の折れ止め部３６の端部３６ａがリング部材３５の
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接触面３５ｘに最初に当接し、受け部３２ｘ側の折れ止め部３６の端部３６ａとリング部
材３５の接触面３５ｘとの間に隙間が生じたとしても、折れ止め部３６の螺合による締め
付けを続けることにより、受け部３２ｘ側に配置される折れ止め部３６の端部３６ａがリ
ング部材３５の接触面３５ｘの凸部３５ａに当接する。
【００５５】
　すなわち、この折れ止め部３６の端部３６による凸部３５ａへの当接によって、リング
部材３５がすれる方向に該リング部材３５を操作部外装３２に押さえつける押圧力を発生
することができる。そして、この発生した押圧力により、折れ止め部３６を、該折れ止め
部３６の中心軸Ｏとリング部材３５の中心軸Ｏ１とを一致させるように移動させることが
できると同時に、折れ止め部３６とリング部材３５との間に生じていた隙間を無くすこと
ができる。また、凸部３５ａのような突起を設けるのではなく、接触面３５ｘを傾斜させ
ることでも、同様の効果を得ることができる。
【００５６】
　これにより、リング部材３５に凸部３５ａを設けた簡単な構成で、口金３３およびＯリ
ング受け口金３４の軸ズレにより生じる隙間を吸収して無くすことができるので、外観や
洗浄性が良好な操作部１０を組み立てることができる。
【００５７】
　勿論、操作部外装３２および操作部本体３１などの操作部の外装部品の型修正や、操作
部内の部品の交差調整などを行う必要はなく、製造工程の簡易化および製造工数の削減等
により、製造コストを安価にすることも可能となる。
【００５８】
　従って、本実施形態によれば、簡単な構成で折れ止め部３６とリング部材３５との隙間
を無くして、良好な外観を得ることができる内視鏡２を実現することができる。
【００５９】
　本発明は、上述した実施形態、および変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨
を変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００６０】
１　　 内視鏡システム
２　　 内視鏡
３　　 光源装置
４　　 ビデオプロセッサ
５　　 モニタ
６　　 先端部
７　　 湾曲部
８　　 可撓管部
９　　 挿入部
１０　 操作部
１１　 湾曲操作ノブ
１２　 上下湾曲操作ノブ
１３　 左右湾曲操作ノブ
１４ａ 送気送水ボタン
１４ｂ 吸引ボタン
１５　 スイッチ
１６　 処置具チャンネル挿通口
１７　 ユニバーサルコード
１８　 内視鏡コネクタ
１９　 映像用ケーブル
１９Ａ プロセッサ用コネクタ
１９Ｂ 映像用コネクタ



(9) JP 2014-124237 A 2014.7.7

10

20

２１　 観察窓
２２　 照明窓
２３　 先端開口
２４　 ノズル
３１　 操作部本体
３２　 操作部外装
３２Ａ 開口部
３２Ｂ 固定部
３２ａ 先端面
３２ｘ 受け部
３３　 口金
３３ａ ネジ部
３４　 Ｏリング受け口金
３４ａ ネジ部
３４ｂ ネジ部
３４ｘ 当接部
３５　 リング部材
３５ａ 凸部
３５Ａ 開口
３５ｂ 接触面
３５ｘ 接触面
３６　 折れ止め部
３６Ａ 固定用口金
３６Ｂ 嵌合部
３６Ｃ 連通孔
３６ａ 端部
３６ｘ ネジ部
３７　 地板
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